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第２８回 ＪＡＢＡ福島市長杯争奪野球大会
２連覇達成！！
◇◇試合結果◇◇

二 回 戦 ＶＳ 全新潟ブラックス （９対０）勝利
準 決 勝 ＶＳ 大崎トリプルクラウン（１４対２）勝利
決 勝 ＶＳ 東北マークス （１１対１）勝利

集合写真を1枚（１）

応援団の熱気
も選手に負け
ていません！



八百板 飛馬 外野手（主将）
今シーズン初の大会も熱いご声援ありがとうございました。
皆様の力強いご声援があり優勝する事が出来ました！！！
選手、応援団共にレベルアップした姿を見せる事が出来た大会だったと思います。
今年は，新戦力９人が加わりました！キャプテンとして、先ずは新人選手がプレーしやすい環境作

りを最優先に考え実行してきました。また、人数が増えたことにより自然と芽生えた競争力や緊張感
によってチーム力が上がってきたことを感じています。まだまだ未完成な所はございますが、今年も
良い結果で皆様に恩返しできるよう精進して参ります。今後ともご声援の程宜しくお願致します。
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山形 胤舜（いんしゅん） 投手
福島市長杯ではたくさんの学びを得ることができました。応援をしてくださった皆様、本当にあり

がとうございます。私は様々な関係者の方々含め、エフコムＢＣというチームが故郷青森のリンゴの
次に大好きです！このチームで全日本クラブ野球選手権制覇の為にこれからも明るく元気に全力で挑
みますので、引き続き応援よろしくお願いいたします！

エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、主将で首位打者賞の八百板 飛馬 外野手と
最高殊勲選手賞を受賞した山形 胤舜 投手より大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
福島市長杯争奪野球大会において、多くのご声援を頂きありがとうございました。
今シーズン初めての大会でしたが、応援が力になり優勝する事ができました。新チームとなり、新

人や新たなポジションに起用した選手それぞれが力を発揮してくれた大会でした。しかし、細かなミ
ス等も含めて、課題点も見つかりました。更にレベルアップ出来るように今後も練習に励んで参りま
す。これからも応援の程宜しくお願い致します。
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Newユニホームの福島での
お披露目日でもありました！
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二回戦 ＶＳ 全新潟ブラックス
エフコムＢＣは大会２日目からの参戦です。本大会は７イニング制で行われ序盤から主導権を握りたいところ。対戦相手の全新

潟ブラックスは前日の試合で勝利し勢いに乗るチーム、初回の攻撃は相手先発投手の不規則な投球フォームの前に三者凡退。しか
し、二回からは打線がつながり、新人の茨木内野手の右越え３塁打などを絡めて２得点。四回には打者一巡の猛攻で５得点と試合
の流れを引き寄せました。一方の投手陣は、渡邊（拓）・小川・佐藤（翔）・照井・佐藤（一）の５人の継投で相手打線をヒット
１本に抑え込み、２０２５年の大会初戦を勝利することができました。

渡邉 拓海 選手 ＜先発＞
投手/出身校：酒田南高校 ⇒ 東日本国際大学

佐藤 翔 選手 ＜３番手＞
投手/出身校：東海大山形高校 ⇒ 八戸学院大学

照井 壮瑠 選手 ＜４番手＞
投手/出身校：福島北高校

佐藤 一希 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：東海大学札幌高校 ⇒ 八戸学院大学

小川 佳斗 選手 ＜２番手＞
投手/出身校：八戸学院光星高 ⇒ 八戸学院大学エフコム投手陣５人による
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！！
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準決勝 ＶＳ 大崎トリプルクラウン

小口 優太郎 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大学浦安高校 ⇒東海大学

大河内 陸 選手
外野手/出身校：福島商業高校

エフコムＢＣの中盤からの強打が際立った試合となりました。初回、相手投手の立ち上がりをヒット２本と四球で攻めますが無
得点、続く二回も三者凡退と沈黙。先発投手は新人の小口、こちらも初回、２回と三者凡退で打ち取り流れを渡しません。三回、
松嶋が死球で出塁すると、３番八百板（卓）の右線２塁打と４番八百板（飛）の二塁手への内野安打の間に先制します。一時同点
に追いつかれた四回以降は毎回得点を重ね、途中出場の大河内・佐藤（敬）、更に新人の大平にもヒットが生まれて合計1５安打
を放ち決勝進出を決めました。

佐藤 敬太 選手
捕手/出身校：福島成蹊高校

大平 峻輔 選手
外野手/出身校：東日本国際大学付属昌平高校⇒日本ウェルネススポーツ大学
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決勝 ＶＳ 東北マークス
準決勝で１４得点の余韻の中で始まった決勝戦、打線の勢いは収まらず初回からまたもや八百板兄弟の連打で得点すると、三回

にも新人の大川の死球を機に八百板（卓）の犠飛で２点目を追加。続く五回表には、相手の失策も絡み打者１３人の猛攻でビッグ
イニングを作ります。この回、伊藤（海）に３ラン本塁打が飛び出し、計１１得点として勝敗を決定付けました。先発した新人の
山形は野球人生最長となる四イニングを投げ、二回の三者連続三振は圧巻の投球、打者１３人に対し１安打と相手打線を封じ込め
て最高殊勲選手賞に輝きました。五回は大内・長根とつなぎ、福島市長杯を連覇で今シーズンのスタートを切りました。
５月１７日からは都市対抗野球一次予選が始まります。自分たちの野球が展開できるようチーム全員で頑張ってまいります！

応援ありがとうございました！

伊藤 海斗 選手
内野手/出身校：酒田南高校 ⇒ 読売巨人軍

山形 胤舜 選手 ＜先発＞
投手/出身校：弘前聖愛高校 ⇒ 青森大学

大川 剛史 選手
捕手/出身校：日大山形高校 ⇒ 東北公益文化大学

八百板 飛馬 選手
外野手/出身校：聖光学院高校
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BAFジャイアンツアカデミーJr野球フェスティバル

親子で野球を楽しむ貴重な体験になったと思います。

雨が上った球場内で最後に集合写真を撮りました。グランド
で楽しそうに走り回る子供たちの姿がたくさん見えました！

シートノックで飛び出した
スーパープレーに拍手が飛び交う場面も！

４月１３日に行われました『ヨーク開成山スタジアム』の
リニューアルオープンイベントに、ベースボールアカデミ
ー福島（ＢＡＦジャイアンツアカデミー）と共にエフコム
ＢＣも全面協力を行いました！雨天時プログラムでの開催
となり、主にシートノックの実演と質問コーナーやレクリ
エーションのお手伝いで会場を盛り上げました！

天候が思わしくない中、ご参加ありがとうございました。


